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特集　東近江市の文化財

　
　

文
化
財
と
は

　

私
た
ち
の
先
祖
は
、
地
域
の
風
土
に
合

わ
せ
て
便
利
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
ま

し
た
。
科
学
技
術
が
発
達
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
は
、
水
や
食
べ
物
を
手
に
入
れ
る

の
も
大
変
で
、
病
気
に
な
れ
ば
治
療
も
十

分
で
は
な
く
、
死
が
身
近
に
あ
り
ま
し

た
。こ
う
し
た
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、

人
々
は
豊
作
や
地
域
、
家
族
の
平
穏
や
繁

栄
を
願
っ
て
、神
社
や
寺
院
、仏
像
を
作
っ

て
神
や
仏
に
祈
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
礼
行

事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
私
た
ち
の
先
祖
の
暮
ら
し
や

祈
り
が
形
と
な
っ
て
、
現
在
ま
で
継
承
さ

れ
て
き
た
も
の
が
「
文
化
財
」
で
す
。
大

量
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の

風
土
に
合
わ
せ
て
形
作
っ
て
き
た
も
の
。

つ
ま
り
、
文
化
財
と
は
、
そ
の
地
域
に
し

か
な
い
「
地
域
の
個
性
」
と
言
え
ま
す
。

　
　

東
近
江
市
の
文
化
財
の
特
徴

　　

本
市
は
、
鈴
鹿
山
脈
か
ら
琵
琶
湖
に
至

る
ま
で
、
多
様
な
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
環
境
で
私
た
ち
の
先
祖
は
、

特
色
あ
る
歴
史
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

　

山
間
部
で
は
、木
の
器
を
作
る
職
人「
木

地
師
」
が
誕
生
し
、
良
材
を
求
め
て
全
国

へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
愛
知
川
の
河
岸
段
丘

で
は
、
地
形
を
い
か
し
て
戦
国
時
代
に
城

が
築
か
れ
ま
し
た
。
平
野
部
に
は
街
道
が

通
り
、商
人
が
他
の
地
域
と
交
易
を
行
い
、

琵
琶
湖
沿
い
の
地
域
で
は
、
村
の
中
に
水

路
を
作
り
、
湖
の
恵
み
を
取
り
入
れ
た
生

活
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
、
こ
う
し
た
千
年
を
超
え
る
豊

か
で
奥
深
い
歴
史
文
化
が
あ
ふ
れ
、
私
た
ち

が
普
段
身
近
に
感
じ
て
い
る
も
の
が
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の

歴
史
文
化
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
価
値

を
も
っ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　

文
化
財
の
こ
れ
か
ら

　

こ
れ
ま
で
は
、
文
化
財
の
保
存
を
中
心
に

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
、
文
化
財
は
活
用
し
な
が
ら
保
存
す
る
と

い
う
考
え
方
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
伊
庭
町
で
は
、
地
元
住
民
が

観
光
客
に
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
有
償
ガ

イ
ド
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
住
民
が
ガ

イ
ド
と
し
て
自
ら
の
言
葉
で
伊
庭
の
魅
力

を
語
る
姿
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
新
鮮

で
、
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド

で
得
ら
れ
た
資
金
は
、
地
域
の
環
境
保
全

な
ど
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
文
化
財
を
知
り
、
活
用
す
る
こ

と
で
そ
の
価
値
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
地

域
の
大
切
な
財
産
と
し
て
守
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
価
値

観
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
改
め
て

足
元
の
歴
史
文
化
や
文
化
財
を
見
つ
め
直

す
こ
と
は
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
感
じ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国宝・重要文化財の件数（全国トップ５）県内国宝・重要文化財の件数

大津市
306（37％）

その他
250（30％）

長浜市
86

（10％）

甲賀市
59

（７％）

東近江市
56（７％）

近江
八幡市
71

（９％）

県
内
５
位

データで見る文化財

※�指定を受けた文化財の一
部を掲載しています。
※�文化財一覧は、市ホーム
ページに掲載しています。

市ホームページ

東京 京都 奈良 滋賀 大阪

2834
(288)

2200
(237)

1330
(206)

828
(56)

683
(62)

全国４位

※カッコ内の数値は、国宝の件数

文化財

建造物や美術工芸品など有形文化財
【重要文化財建造物】石

いしどうじさんじゅうのとう

塔寺三重塔（石塔町/写真①）、【県指定建造物】五
ご

箇
か

神
じん

社
じゃ

（宮

荘町/写真②は拝殿）、【市指定考古資料】特
とく

別
べつ

史
し

跡
せき

安
あづちじょうあと

土城跡出
しゅつどきんぱくがわら

土金箔瓦（山路町/写
真③）、【国登録建造物】ガリ版伝承館（旧堀井家住宅洋館）（蒲生岡本町/写真④）

音楽や演劇、工芸技術など無形文化財

【市指定】小
お

幡
ばた

人
にん

形
ぎょう

保持者　細
ほ そ い げ ん ご

居源悟さん（五個荘小幡町/写真⑤）、【市指定】江
ごう

州
しゅう

音
おん

頭
ど

（棚
た な お ん ど

音頭）三代目真
しんちゅうや

鍮家文
ぶんこう

好さん（写真⑥）

衣食住や信仰、年中行事などに関するもの民俗文化財

【県指定　有形】木
き じ や

地屋氏
うじこがりちょう

子狩帳（蛭谷町・君ヶ畑町/写真⑦は蛭谷町）、【市指定　無形】
押
おし た て じ ん じ ゃ こ し き さ い

立神社古式祭（ドケ祭）（北菩提寺町/写真⑧）、【市指定　有形】長
おさむら

村鋳
い も じ

物師の製
品およびその用具と資料（北菩提寺町）

遺跡や名勝地、動植物など記念物

【史跡】雪
ゆ き の や ま こ ふ ん

野山古墳（石室内）（上羽田町・中羽田町/写真⑨）、【天然記念物】ニホンカ
モシカ（写真⑩・撮影地：箕川町）、【県指定史跡】相

あいだにくまはら

谷熊原遺
い せ き

跡（永源寺相谷町）、【市指
定天然記念物】太

た ろ う ぼ う あ が じ ん じ ゃ

郎坊阿賀神社の夫婦岩（小脇町）、【市指定名勝】松尾神社庭園（八
日市松尾町）

地域の風土により形成された景観地文化的景観

【重要文化的景観】伊庭内湖の農村景観（伊庭町/写真⑪）

宿場町や城下町、農漁村など伝統的建造物群
【重要伝統的建造物群保存地区】五個荘金堂伝統的建造物群保存地区（写真⑫）

※重要文化財とは、有形文化財の中で国が特に重要と判断したものが指定されます。
※重要文化財の中で特に重要なものは、さらに国宝に指定されます。

あなたはいくつ知っている？

※写真文化財は左ページで紹介

文化 財文化 財
東近江市の東近江市の
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特集　東近江市の文化財

各文化財の「特徴」を紹介します各文化財の「特徴」を紹介します
歴史文化
　　担当職員が

 

外
村
家
住
宅

　
　【
五
個
荘
金
堂
町
】

 

木
造
千
手
観
音
立
像

 

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

 

木
造
毘
沙
門
天
立
像

　
　
【
石
馬
寺
（
五
個
荘
石
馬
寺
町
）】

 

能
面

 

能
装
束
お
よ
び
関か

ん

連れ
ん

裂き
れ

　
　
【
八
幡
神
社
（
政
所
町
）】

 

能
面

　
　
【
筒
井
神
社
（
蛭
谷
町
）】

 

能
面

 

淡た
ん

茶ち
ゃ

地じ

草そ
う

花か

文も
ん

様よ
う

錦に
し
き

狩か
り

衣ぎ
ぬ

　
　
【
大お

お

皇き
み

器き

地ぢ

祖そ

神じ
ん

社じ
ゃ

（
君
ヶ
畑
町
）】

歴
史
文
化
振
興
課

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐
５
６
７
７

０
７
４
８
‐
24
‐
５
５
７
１

市
指
定
有
形
文
化
財

市
指
定
有
形
文
化
財

市
指
定
有
形
文
化
財

市
指
定
有
形
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

重
要
文
化
財

今
年
度
新
た
に

�

指
定
さ
れ
た
文
化
財

【建築物】
�百済寺本堂▶
（百済寺町）

　【天然記念物】
◀�ハナノキ
　（北花沢町）

▲五個荘金堂伝統的建造物群保存地区

▲伊庭内湖の農村景観（伊庭町）

◀�真鍮屋文好さん

◀�建部祭り

　【考古資料】
◀相谷熊原遺跡出土土偶
　（滋賀県提供）

伊庭の坂下し▶
（伊庭町）

【史跡】
木村古墳群▶
（木村町）

細居源悟さん▶

　昔の人々の生活した痕跡
である史跡、庭園や山な

どの名勝地、学術上価値
の高い動植物、鉱物や岩

石などの天然記念物を総
称して記念物といいます。

市内には、国指定史跡の
雪野山古墳や国の天然記

念物のハナノキなどさまざま
な記念物があります。

　北花沢町と南花沢町に
あるハナノキは、「聖徳太

子が食事の際に使用した箸
を地面に突き刺したとこ

ろ、立派な木へと成長した
」という伝承があり、３

月末ごろには美しい深紅色
の花を咲かせ人々を魅了

しています。

　文化的景観は、地域の人々の生活や生業、風土によって形作られた景観です。本市では、伊庭町の「伊庭内湖の農村景観」が国の重要文化的景観に選定されており、集落内に張り巡らされた水路など、内湖と共にある暮らしによって形作られた景観が評価されました。　市内には鈴鹿山脈から琵琶湖まで多彩な自然環境の中で営まれてきたさまざまな暮らしぶりがあり、そこで形作られてきた景観は、その地域のあり方を表す文化財であるといえます。

　伝統的な建造物と周辺
の環境を含めた町並み

を保存する地区を伝統的
建造物群保存地区とい

います。本市では、五個荘
金堂町が国の重要伝

統的建造物群保存地区に選
定されています。

　同地区では、金堂まち
なみ保存会を中心に、

先人の築いてきた歴史的な
町並みを後世に残そう

と、さまざまな取組を進めら
れています。私たちは、

地元の人々の保存に対する
思いを大切にし、伝統

的な町並みを後世に伝えて
いけるよう、ともに考

えていきたいと思います。

遺跡から動物まで

　　いろいろなものが
含まれます

生活に根差した景観です

日本らしい景観が残されています

　建造物や美術工芸品など形のある文化財を有形文化財といいます。はっきりとした「形」として残されるため、地域性や時代性が見て取れます。
　本市の指定文化財424点のうち、約８割が有形文化財で、寺院や神社、古民家などの建造物をはじめ、掛け軸や仏像、古文書や土器など、いろいろな種類があるのが特徴です。形あるものはいつか壊れると言いますが、次の世代にもその価値を伝えられるよう保護に努めていきたいと思います。

　衣食住の道具、年末年始やお盆などの行事、
祭りなどを民俗文化財といいます。ライフスタイル
の変化など時代に合わせて少しずつ形を変えなが
ら伝えられてきました。　本市では、各地で山の神行事や野神祭など地
域の伝統行事が良好に残されています。また、春
には複数の集落で郷祭りが行われています。こう
した伝統行事を現代の生活の中で引き継ぐことは
非常に大変なことですが、伝えられてきた意味を
考えながら次世代へ繋

つな

ぐ地域の活動を私たちもお
手伝いしていきたいと思います。

最もイメージしやすい文化財です

私たちの生活に身近な文化財です

有形
文化財

無形
文化財

民俗
文化財

　無形文化財は、人間の「
わざ」として優れたも

のを指定するもので、歌舞
伎や演劇、音楽、工

芸技術などがあります。特に
国に指定された人は

「人間国宝」と呼ばれます。

　本市の無形文化財保持者
は、「江州音頭」継

承者の真鍮屋文好さんと「
小幡人形」製作者の

細居源悟さんです。昔から守
り伝えられてきた伝

統の「わざ」。この貴重な文
化財を次の世代に引

き継いでいくためには、「わ
ざ」を持つ人を育てる

とともに、「わざ」を広く皆
さんに知ってもらう必

要があります。

「人のわざ」を保存しま
す

記念
物

文化的
景観

伝統的
建造物群

歴史文化振興課　飯田歴史文化振興課　飯田

歴史文化振興課　嶋田歴史文化振興課　嶋田

歴史文化振興課　野瀬歴史文化振興課　野瀬

歴史文化振興課　林歴史文化振興課　林

歴史文化振興課　菅原歴史文化振興課　菅原

埋蔵文化財センター　松
田

埋蔵文化財センター　松
田

■記号の説明・・・ ＝問合せ、 ＝IP電話、 ＝ファクス


